
悪質商法について 

悪質商法とは一般的に、取引上のうそやごまかしが常軌を逸して詐欺に近いものや、法的な取引ルー

ルに対する違法行為を組織的に反復して行っている販売行為のことを言います。 

 

ある調査によると、被害に遭いやすい人の性格は、人を信じやすく物事を善意に解釈するタイプ、また、

人に親切でいやなことを頼まれてもきっぱりと断れないタイプ、ほがらかで話し好きなタイプなど、典型

的な善人タイプの人が多いようです。 

 

「私はそんなタイプじゃないから・・・」と油断しないで。 

 

被害に遭うのは特別な人ではなく、心が動揺しているときなど、ちょっとした油断が被害につながること

もあるのです。 

悪質商法の手口としては次のような例があげられます。 

 

 資格商法 

「今なら簡単に○○の資格が取れます」と 

いったしつこい資格取得講座の勧誘。 

 名義借り商法 

知人、友人に名前や印鑑、クレジットカードを貸し

て借金を背負わせる。 

 アポイントメントセールス 

「いい話があるからちょっと出てこない」と 

いうような友人、知人からの内容不明の呼び出し

でのセールス。 

 インチキ通信販売 

前払いで通信販売を申し込ませ、商品が届かな

いもの。 

 当選･お礼商法 

｢抽選の結果、あなたに○○が当たりまし 

た｣というような覚えのない当選通知やお礼の押し

つけ。 

 キャッチセールス 

「ちょっとアンケートにこたえて」「無料でエステティ

ック診断をしますよ」「モデルになりませんか」など

路上で声をかけ、商品購入を勧誘するもの。 

 マルチ、マルチまがい商法 

「他の人を勧誘すれば紹介料がもらえる」というよ

うなマルチ商法的なもの。 

 ネガティブオプション 

注文してない商品や雑誌を送りつけてきてその代

金を請求するもの。 
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